
稼ぐ 手引
観光消費の拡大と域内経済への波及をめざして

データに基づき

観光施策を作り上げる

７つ

経済部観光局

「稼ぐ観光」とは （手引書より抜粋）

少子高齢化、人口減少等により過疎化が進む中、
地域の外から「人」と「財」をもたらす「観光」
は救世主。
北海道全体で観光客が増えている現状を好機と
捉え、観光客を地域に呼び込み、観光客１人１人
の消費を拡大させ、地域全体に循環させる仕組み
を構築することで、地域経済の活性化に結びつけ
ることが極めて重要。
この取り組みを「稼ぐ観光」と定義します。

《手引書の活用によって》
○ 観光のデータ分析、マーケティングができる。
○ データに基づき根拠ある意思決定で会議が円滑に進む。
○ どのような観光地を目指すのか戦略を立てることができる。
○ 地域の関係者と一体になり、事業を策定、実行できる。

《分析ツールによって》
○ 各産業への経済効果
が見える。

○ ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ機能により
目指す姿を具体化。

全道各地で「観光で稼ぐ」地域活性化の取り組みが展開

©北海道経済部観光局

観光入込客数 455,400人

総観光消費額 3,659百万円

観光入込客数 （人） 観光消費単価 （円） 総観光消費額（百万円）

日帰り客 382,400 6,656 2,545

宿泊客 73,000 15,254 1,114

道内客 394,200 7,663 3,021

道外客 61,200 27,790 1,701

外国人客 0 0 0

域内調達率
農業 83.4 %

林業 24.8 %

漁業 0.0 %

鉱業 8.3 %

製造業 25.8 %

建設業 100.0 %

電気・ガス・水道 97.8 %

商業 81.5 %

金融・保険・不動産 58.4 %

運輸・情報通信 58.0 %

公務 100.0 %

サービス業 37.4 %

分類不明 89.1 %

経済波及効果 4,328百万円発生

ＧＤＰ 1,736百万円押し上げ

雇用者 277人／年の新規雇用者を誘発

税収 55百万円の税収効果

生産誘発額

（百万円）

粗付加価値

（百万円）

所得誘発額

（百万円）

雇用誘発数

（人）

税収効果

（百万円）

直接効果 2,934 1,736 1,037 212 39

１次波及効果 781 399 194 37 9

２次波及効果 613 369 162 28 7

合計 4,328 2,504 1,393 277 55

(百万円)

与件ﾃﾞｰﾀ 生産誘発額

最終需要

額
直接効果

1次生産

誘発効果

2次生産

誘発効果
合　計

131 109 34 10 153 66 13

0 0 2 1 3 2 1

357 0 0 0 0 0 0

0 0 28 14 42 22 8

465 120 183 104 407 119 47

0 0 15 0 15 7 5

0 0 64 28 92 44 17

399 399 79 148 627 436 258

0 0 58 143 200 155 25

1,105 1,105 167 62 1,334 768 404

0 0 0 3 3 2 1

1,201 1,201 132 100 1,434 883 613

0 0 19 0 20 0 0

合　計 3,659 2,934 781 613 4,328 2,504 1,393

漁業

粗付加価値

誘発額

雇用者所得

誘発額
部門分類

農業

林業

運輸・情報通信

公務

サービス業

分類不明

鉱業

製造業

建設業

電気・ガス・水道

商業

金融・保険・不動産

Result

１ 観光消費の実態

２ 産業の域内調達率

３ 経済波及効果

４ 産業別の観光による経済波及効果

北海道経済部観光局 「稼ぐ観光」具体化調査実践モデル事業経済波及効果「見える化」ツール

ほっかい市の観光による経済波及効果 対象期間：平成 30 年度

1. アンケート調査

観光客による

消費の発生

×域内

自給率

原材料の生産の増加

消費の増加による生産の増

加

×雇用者

所得率

×消費性向

（消費の増加）

域内の生産の増加

雇用者の所得の増加

3,659 百万円 2,934 百万円 百万円

百万円 百万円

781

6131,393

最終需要額 直接効果
１次生産

誘発効果

雇用者所得

誘発額

２次生産

誘発効果

平成28年 収入額

農業

林業

漁業

鉱業

製造業 18,807 百万円

建設業

電気・ガス・水道

商業 65,588 百万円

金融・保険・不動産

運輸・情報通信

公務

サービス業

分類不明

※「入力シート」12に入力すると反映されます。

（参考）各産業の１年間の収入（売上）／経済センサスより

観光消費による経済波及効果「見える化」分析ツール

「観光で稼ぐ！

ための手引書」

観光施策を構築

するプロセスを

体系的に解説。

データ分析や

マーケティング

を取り入れ根拠

に基づき戦略を

策定する。

≪地域の想いを後押しします！≫
■新たに効果的な観光施策を考えたい。観光で地域活性化したい。
■見聞きしたエピソードではなく、地域に合った、根拠ある施策を展開したい。
■もっと地域の様々な関係者と一体になって観光振興を進めていきたい。

国が推奨する

エビデンス(根拠)

に基づく戦略の策定！

【ポイント②】 【ポイント③】

市町村単位で
経済波及効果が

分析可能！

【ポイント①】

北海道オリジナル
施策構築のプロセスを

体系化！

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/kkd/kasegu.htm

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/kkd/kasegu.htm


北海道オリジナル！ 施策構築のプロセスを体系化！

“手引書”と“分析ツール”のダウンロードは、北海道経済部観光局ＨＰへ
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/kkd/kasegu.htm

お問い合わせ：観光企画グループ ＴＥＬ０１１-２０６－６５９４

もう迷わない

①地域の関係者を集めるところから、「観光で稼ぐ」事業の構築までを
７つのステップに体系化！地域でやるべきことは何か、もう迷わない！

②チェックリストにより、自分の地域がどのステップから始めればよいか
一目でわかるため、効率的に本手引書を活用いただけます！

③マーケティングの考え方を導入し、データに基づく論理的な議論を展開
することで、事業の予算要求、観光施策の関係者・住民への説明に説得
力が生まれ、協力を得やすくなる！一体になる！

国が推奨するエビデンス(根拠)に基づく戦略の策定

①自分の地域の現状をしっかりと分析し、根拠（エビデンス）に基づき戦略を策定すること
が全国的に求められています。これをEBPM（Evidence Based Policy Making）と言い、本手
引書では、この考え方を取り入れています。

②ＤＭＯが求められているデータに基づくマーケティング・戦略策定にも役立ちます！
データ分析、マーケティングといっても何から始めればよいか迷っている地域は、
この手引書を活用し、地域の現状を見つめ直し、戦略を策定していきましょう。

もう迷わない

専門知識がなくても市町村単位で経済波及効果を分析可能！

①国のマニュアルを参考に開発した、地域単位で分析
できる観光消費の経済波及効果の見える化ツールを
提供。

②各産業への経済効果や、新規雇用者数、税収効果を
見える化し、地域に「観光で稼ぐ」意識を醸成。

波及効果を推計！

各
産
業
へ
の
効
果
を
見
え
る
化
！

新規雇用者数、
税収効果も！

※北海道の産業連関表をベースに、既存の統計等を
活用し、地域の実態に近づくよう推計したもので、
傾向を把握する目安としてください。

《目的》

観光でまちを元気にしたい、経済を活性化させたいと考えている地域を後押し
し、効果が見込まれる施策をデータに基づき論理的に構築できるよう、道は、
この度、様々な地域で活用できる手引書を作成しました。
全道に広めることにより、全道各地で「観光で稼ぐ」取り組みを促進します。

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/kkd/kasegu.htm

